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昨年 3月の弘前大学理工学研究科と函館工業高等専門

学校との学術交流締結を記念してシンポジウムを開催い

たします。  

函館工業高等専門学校土木工学科を卒業された弘前市

葛西市長のご挨拶を始め，締結に関わった宮永前研究科

長の基調講演，また，両校の教員による研究紹介など充

実した内容となっております。  

講演終了後は情報交換会も開催いたしますので，ぜひ

ご参加下さい。  

 

【日  時】平成 29年 1月 17日（火） 14： 00～ 16： 30 

 

【会  場】弘前大学理工学部 1号館 5階  第 10講義室  

 

【対  象】教職員，学生，一般の方，企業関係者  

 

【参加費】無料  ※情報交換会は会費 4,000円  

 

【申  込】事前申込は不要です。  ※情報交換会のみ申込が必要になります。  

 

【内  容】  

開会挨拶  

  弘前大学理工学研究科長  加藤  博雄  

  函館工業高等専門学校長  伹野   茂  

 来賓挨拶  

  弘前市長  葛西  憲之（函館工業高等専門学校  土木工学科卒業）  

 基調講演  

  「北の時代到来の予感～北海道新幹線開業と東北放射光計画～」  

    弘前大学理工学部  数物科学科  宮永  崇史  

研究内容紹介 1 

  「函館／津軽海峡をフィールドとした海岸海洋工学に関わる研究」  

    函館工業高等専門学校  社会基盤工学科  准教授  宮武  誠  

研究内容紹介 2 

  「地域エネルギーの創造・利用に向けた自然エネルギー学科の取り組み」  

    弘前大学理工学部  自然エネルギー学科  教授  阿布  里提  

弘前大学理工学研究科×函館工業高等専門学校  

学術交流締結記念シンポジウム  

 

学術講演会・研究発表会・公開講座 
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研究内容紹介 3 

  「可食性高純度イカ墨色素粒子の工業材料への応用と新市場の展開」  

    函館工業高等専門学校  物質環境工学科  教授  上野  孝  

 研究内容紹介 4 

  「兵庫県南部地震以前と以降の地震動研究－青函を題材に」  

    弘前大学理工学部  地球環境防災学科  准教授  片岡  俊一  

 

【情報交換会】 17： 00～  弘前大学生協レストランスコーラムにて開催  

       会費 4,000円  （会費は当日申し受けいたします。）  

       ※情報交換会のみ事前に申込みが必要です。  

       申込締切  平成 29年 1月 13日（金）まで  

 

【主  催】弘前大学理工学研究科  

 

【問合せ先】弘前大学理工学研究科総務グループ（総務担当）  

      TEL 0172-39-3503 

      FAX 0172-39-3513 

      E-mail jm3505@hirosaki-u.ac.jp 

 

 

 

・日  時  

2017年１月 25日（水）  13:30～ 18:50（予定）  

 

・会  場  

人文社会科学部棟４階  

多目的ホール・視聴覚ルーム  

 

・内  容  

人文社会科学研究科（修士課程）の大学院２年生

 の修士論文の発表  

 

－発表者・発表題目・発表会場－  

○多目的ホール  

汪  思宇  （文化科学専攻）  

「日中の比較を表す程度副詞―「もっと」と「更」を中心に―」  

張  闊  （文化科学専攻）  

「綿矢りさ論―綿矢りさ作品から見る現代の若者―」  

杉沢  恵里香  （文化科学専攻）  

「『古事記』におけるニニギノミコトの婚姻譚について」  

木原  博  （文化科学専攻）  

「同時代における民俗芸能―島根県益田市における石見神楽を事例として―」  

関  美津恵（文化科学学専攻）  

「フォルトゥーナ・プリミゲニアの聖域をめぐる解釈」  

石川  菜摘（文化科学専攻）  

「カンボジア農村社会における工場労働の人類学的研究― NPO団体の支援と村人の  

生活実践― 」  

田崎  杏（文化科学専攻）  

「地域活性化における「ゆるさ」の人類学的研究」  

朴  歓（文化科学専攻）  

「留学生と日本人のインタラクションに関する人類学的研究」   

平成 28年度  弘前大学大学院人文社会科学研究科

修士論文成果発表会開催のお知らせ  
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○視聴覚ルーム  

佐藤  亨郎（応用社会科学専攻）  

「ネットワークを利用した犯罪におけるプロバイダの法的責任」  

松田  翔伍  （応用社会科学専攻）  

「施設内処遇から社会内処遇への転換による再犯防止～高齢犯罪者・  

薬物自己使用事犯者を中心に～」  

木村  信秀（応用社会科学専攻）  

「地方消費税の設計と市町村財政―消費税交付金と地方交付税の算定基準改革に  

向けた提案―」  

大西  晶子（応用社会科学専攻）  

「コミュニティ・ビジネスにおけるソーシャル・イノベーションの創出と普及の  

プロセス  ～総合型地域スポーツクラブ特定非営利活動法人スポネット弘前の  

革新性と地域社会との関係性の検討を通して～」  

魏  紅敏  

「アジア新興国における日系企業の人的資源管理  

―「現地で必要とする人材採用難」の解決に向けて―」   

黄  少華  

「中国における内販型日系企業の人間尊重による人材資源管理の研究」  

童  慶  

「アメリカ、中国と日本における FinTechについて」  

 

当研究科の大学院生の研究活動や研究内容にご関心をお持ちの方は、お気軽にご参加く

ださい。※入場無料、事前の申込は不要です。  

 

・問い合わせ先  

弘前大学人文社会科学部  総務グループ教務担当  

TEL：０１７２－３９－３９４１  

E-mail： jm3941@hirosaki-u.ac.jp 

 

 

 

・日  時  

2017年２月１日（水）  14:30～ 16:30（予定）  

 

・会  場  

人文社会科学部棟４階  多目的ホール  

 

・内  容  

人文社会科学研究科（修士課程）の大学院生の研究発表  

 

－発表者と発表題目－  

 

小寺  将太  （文化科学専攻１年）  

「地域と学生の双方が育つインターンシップに関する研究」  

芳賀  遥  （文化科学専攻１年）  

「在宅患者・介護者への精神的サポートとしての語りの場」  

村上  謙吾  （文化科学専攻１年）  

「近世前期の『源氏物語』享受―高照神社蔵『源氏物語之詞』を中心に―」  

 

当研究科の大学院生の研究活動や研究内容にご関心をお持ちの方は、お気軽にご参加く

ださい。※入場無料、事前の申込は不要です。  

平成 28年度後期  弘前大学大学院人文社会科学研究科

ＦＤ公開発表会開催のお知らせ  
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・問い合わせ先  

弘前大学人文社会科学部  総務グループ教務担当  

TEL：０１７２－３９－３９４１  

E-mail： jm3941@hirosaki-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

 文献管理・論文作成支援ソフト「 EndNote」の講習会を

開催します。講師は外部から招いた専門家ですので、分か

りやすく実践的な講習内容となっております。この機会に

是非ご参加ください。  

 

対象者：本学の学生及び教職員  

事前に下記 URLよりお申込ください。  

(https://goo.gl/forms/kvA38kCBEmYDu9YT2）  

 

講習会内容： EndNote (文献管理・論文作成支援ソフト ) 

 

講  師：ユサコ株式会社  リサーチ・アシストグループ  

 広瀬  聡  氏  

 

実施会場   附属図書館 3Fグループラーニングルーム（平成 29年 2月 2日  16:00～ 17:00）  

     医学部基礎校舎基礎大講堂       （平成 29年 2月 2日  18:00～ 19:00）  

 

※文京地区は参加人数により会場を変更する場合がございます。  

問い合わせ先：附属図書館資料管理グループ雑誌情報担当  

Tel (内 )3157 / E-mail jm3157@hirosaki-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

 この度，研究・イノベーション推進機構では，教育・研

究活動によって得られた知的財産の保護及び有効な活用に

より，社会の持続的発展に貢献することを目的に知財塾を

開催します。第２回は，株式会社東北テクノアーチ代表取

締役社長  水田  貴信  氏を講師にお招きし，「産学連携の

担い手としてのＴＬＯ、その使命と実務」と題してご講演

いただきます。  

 知的財産権等に関する知識，理解を深めたい方など興味

がある方は是非ご参加下さい。  

皆様のご参加をお待ちしております。  

 

１．場  所：弘前大学医学部基礎校舎１階  大会議室  

２．日  時：平成２９年２月１０日（金）  

１８：３０～２０：００  

３．テーマ：産学連携の担い手としてのＴＬＯ、その使命と実務  

４．講  師：株式会社東北テクノアーチ代表取締役社長  水田   貴信  氏  

５．対  象：教職員、学生、大学院生、一般企業  

６．定  員：５０名  

７．参加料：無料  

EndNote講習会開催のお知らせ  

平成 28年度第 2回  知財塾開催のお知らせ  
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研究・イノベーション推進機構ＨＰ  

https://www.innovation.hirosaki-u.ac.jp/20170110-4840 

 

※参加を希望される方は，氏名，所属・役職，連絡先を記載し，２月６日（月）までに，

下記連絡先までお申し込みください。  

 

参加申込み先：弘前大学  研究・イノベーション推進機構  知的資産部門（担当：山本）  

       TEL：０１７２－３９－３９１２  FAX：０１７２－３９－３９１９  

       E-mail： chizai@hirosaki-u.ac.jp 

 

 

弘前大学は、東日本大震災以前より文部科学省の支

援を受け、被ばく医療体制の整備、被ばく医療に関わ

る教育・研究ならびに人材育成に取り組んできました

。また、昨年は国から原子力災害に対応する施設とし

て「高度被ばく医療支援センター」及び「原子力災害

医療・総合支援センター」の指定を受け、弘前大学が

取り組んできた被ばく医療での活動はさらに重要にな

っています。  

こうした本学の取り組みについて、現在文部科学省

の「情報ひろば」にて企画展示（～平成 29年 3月 21日）

を行っており、その一環として、このたび講演会を開

催することとなりました。  

弘前大学独自の学部横断的な取り組みである浪江町

復興支援事業や、保健学研究科を中心とした人材育成

事業、福島原発事故後の人的貢献等について紹介いた

します。  

 

１．日時：  平成２９年１月２０日（金）  

１６時００分～１７時００分  

 

２．場所：  文部科学省  旧庁舎１階  情報ひろばラウンジシアタースペース  

 

３．テーマ：  「弘前大学の被ばく医療教育・研究及び福島復興への取り組み」  

 

４．プログラム：  

16:00  ごあいさつ（弘前大学長  佐藤  敬）  

16:05  講演１「弘前大学の被ばく医療に関する取り組み紹介」  

（弘前大学副学長  柏倉  幾郎）  

16:20  講演２「福島県浪江町復興支援プロジェクトの紹介」  

（弘前大学被ばく医療総合研究所教授  床次  眞司）  

 

５．参加費：  無料（要事前申込・定員４０名）  

 

６．申込方法：  E-mailによる事前申込制となります。  

お申し込み先： hbk@hirosaki-u.ac.jp 

①「氏名」、②「弘前大学  被ばく医療講演  参加希望」を明記のうえ、お申し込みく

ださい。  

 

文部科学省  情報ひろば講演会「弘前大学の被ばく  

医療教育・研究及び福島復興への取り組み」開催の  

お知らせ（再掲）  
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○セミナーで聞いてみたいことや講師への質問がございましたら申し込み時に記載してく

ださい。  

○定員 40名になり次第締め切らせていただきますが、席に余裕があれば当日の参加も可能

です。  

○お申し込みキャンセルされる場合は、同 E-mailにその旨ご  連絡ください。  

 

【お問い合せ先】  

弘前大学被ばく医療総合研究所  

（〒 036-8564 青森県弘前市本町 66-1）  

℡： 0172-39-5401 

E-mail： hbk@hirosaki-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

 地方大学では地域の課題に密着した研究を行うことになった。弘前大学全体で取組む課

題として「国際競争力のある青森ブランド食産業の創設に向けた青森型地方創生サイクル

の確立」が採択され、このうち人文社会科学部と農学生命科学部のテーマが「国際市場を

視野に入れた販売戦略の立案と輸出拡大に向けた環境づくり」となっている。  

 このたび、県産水産物の更なる輸出拡大を進めることを目的とし、以下によりシンポジ

ウムを開催するものである。  

 

主催：弘前大学りんご輸出研究会  

   弘前大学農学生命科学部ナマコ研究部門  

   青森県農林水産物輸出促進協議会  

 

共催：青森県漁業協同組合連合会  

   一般社団法人青森県水産振興会  

   青森県ほたて流通振興協会  

 

開催日時：平成 29年 1月 27日（金）１３：００～１５：３０  

 

開催場所：青森県水産ビル 7階大会議室  青森市安方１丁目１ −３２  

 

テーマ：水産物輸出の現状と将来方向  

 

講師：「問題提起」  

弘前大学人文社会科学部教授  黄孝春  

   「世界を巡るホタテガイ」  

青森県下北地域県民局地域農林水産部長  小坂善信氏  

「日本産なまこ輸出に伴う諸問題と今後の方向」  

弘前大学農学生命科学部教授  渋谷長生氏  

「道産水産物の現状と今後の方向性」  

     北海道漁連代表理事専務  崎出弘和氏  

 

参加料無料  

連絡先：弘前市文京町１  

     弘前大学人文社会科学部  教授  黄孝春  

     電話： 0172-39-3287（ fax兼）  

     Email： huang@hirosaki-u.ac.jp 

 

 

 

青森県水産物輸出拡大シンポジウムのお知らせ（再掲） 
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学 内 掲 示 板 

 

 

 

 

 

 

 

 本学が会員となっている「一般社団法人 国立大学協会」では，各国立大学の現状や優れた取り組

みなどを分かりやすくまとめた国立大学協会情報誌「国立大学」を作成しています。 

最新号「国立大学第４３号」では，「特集  寄付と国立大学」において，本学・弘前市・

弘前商工会議所の三者で設立した「学都ひろさき未来基金」が紹介されています。ぜひご覧

ください。  

 

最新号（本学関連記事掲載）「国立大学第４３号」  

http://www.janu.jp/report/koho/43gou.html 

 

下記ＵＲＬより最新号を含め，今まで発行されたバックナンバーをご覧いただけます。 

        http://www.janu.jp/report/ 

 その他，第３９号・第３６号・第３１号・第２８号等において，本学記事が掲載されて

いますのでご覧ください。  

 

編集担当から：講演会，研究発表会，部局行事等の掲載原稿を発行予定日（毎月１日と１６日

の２回）の７日程度前までに，下記担当にご提供ください。お待ちしております。 

◎担当：総務部総務広報課 広報グループ 

     E-mail: jm3012@hirosaki-u.ac.jp FAX:37-6594 内線：3029 

 

国立大学協会情報誌「国立大学」について  


